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Kāyatrayastotra と Kāyatrayastotra-vivaraNa

津 田 明 雅

ナーガールジュナに帰せられる讃歌は多くあるが、いずれが中観派の祖とされるナ

ーガールジュナ（Nāgārjuna, ca.150-250）の真作であるのか、それには検討の余地が多

く残されている。ナーガールジュナの讃歌でサンスクリットの残されているものは

CatuHstava の 4 つ1、Kāyatrayastotra（一部欠）、Sattvārādhanastava（一部欠）2、

Narakoddhara3（これらは順に P nos.2012, 2011, 2019, 2014=2022, 2015, 2017=5429, 2028

に対応）の計 7 つである。漢訳ではさらに少なく、『百千頌大集経地蔵菩薩請問法身

讃』と『讃法界頌』（順に大正 413, 1675）4、『三身梵讃』と『仏三身讃』（順に大正 1677,

1678）、『八大霊塔名号経』（大正 1685, 一部が一致）5（これらは順に P nos.2010, 2015,

2024 に対応）である。最も多く残されているのがチベット訳で、P nos.2010-2015,

2017-2028, 2639, 2644-2646, 4604, 4878, 4881, 5471 という計 26、重複（P nos.2014=2022,

2017=5429, 2639=2645）を除くと計 23 の讃歌がある。

本稿ではこれらのうち、サンスクリットの一部、漢音訳、チベット訳、漢訳の残さ

れている Kāyatrayastotra について、その校訂サンスクリットおよび校訂チベットテキ

ストを提示したい。チベット訳にはこの讃歌に対する注釈もあり、併せてこのテキス

トも示す6。

1. Kāyatrayastotra について

本讃歌に関してはすでに拙稿 (2005)7で詳細に検討したので、テキストおよび追加

1
Lindtner, Chr. (1982) pp.121-161, 拙著 (2006) pp.11-289.

2
ibid. pp.300.9-301.17, 306.18-21, 337-342, 374-378; Hartmann, Jens-Uwe (2007).

3
Lindtner, Chr. (1979); 拙著 (2006) p.306.4-10.

4
早島理 (1987), 拙著 (2006) pp.293.31-295.24.

5
拙稿 (2007).

6
本稿作成にあたり、宮崎泉准教授（京都大学）には資料の提供、テキストの校訂、翻訳等に関して

多くのご教示をたまわった。特に注釈テキスト中に複数の偈頌が含まれることはほぼすべて同氏のご

指摘である。ここに記して感謝したい。
7
次にもほぼ同内容でまとめてある: 拙著 (2006) pp.296.11-300.8.
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の情報を示すにとどめる。テキストとしては以下のものが得られる。

＜サンスクリット＞

『三身梵讃 』(大正1677)サンスクリットを漢字で音写。第4偈d句後半が欠ける。

Deb ther sGon po の冒頭部分8。本讃歌の第 1-3 偈に相当。

SekoddeCaTīkāの“Tantrottara”の引用部分 9。本讃歌第 1-3 偈。

CakrasaMvaratantra 注の引用部分 10。本讃歌第 1-3 偈。

ĀryamaJjuCrīnāmasaMgīti 注の引用部分 11。本讃歌第 1-3 偈の各冒頭部分。

＜チベット訳＞

Kāyatrayastotra-nāma (P no.2015)

Śrīkālacakratantorottara-tantrahRdaya-nāma (P no.5)の引用部分。本讃歌第 1-3 偈。

＜漢訳＞

『仏三身讃』(大正 1678)

サンスクリットの校訂本および現代語訳に関しては、レヴィ氏による『三身梵讃』

からのテキストおよびフランス語訳12、同じく『三身梵讃』による榊亮三郎氏のテキ

ストおよび和訳13、第 1-3 偈が既刊の諸本14から、第 4 偈がチベット訳からの還梵によ

る、ナムドゥル氏のテキストおよびヒンディ語訳15がある。

チベット訳に関しては、寺本婉雅氏によるテキストと和訳16、ナムドゥル氏による

テキスト（P, D, N, C, S を利用しているようであるが、誤りが多い17）がある。また同

8
Roerich, G. N. (1949) p.1.6-22.

9
Carelli, M. (1941) p.57.18-29.

10
Pandey, J. Sh. (2002) pp.82.17-83.15.

11
uktaJ ca Nāgārjuna-pādaiH “yo  nâpy aneka” ity-ādinā dharma-kāya-lakSaNam / “lokâtītām acintyām”

ity-ādinā sambhoga-kāyasya / “sattvānāM pāka-hetoH kvacid anala iva bhāti yo dīpyamānaH” ity-ādinā
nirmāNa-kāyasya / “trai-lokyâcāram uktam” ity-ādināmahā-sukha-kāyasya / : Lal, B. (1994) p.94.20-23.
12

Chavannes, E. (1896) pp.17.13-21.17. von Staël-Holstein, B. A. (1911)にもそのテキストの掲載あり。
13

榊亮三郎 (1918).
14

参照文献が明記されていないが、Chavannes, E. (1896)と von Staël-Holstein, B. A. (1911)は未見とある

から、おそらく漢音訳の『三身梵讃』は用いず、引用文献である Deb ther sGon po や SekoddeCaTīkāな

ど残りの 4 文献の当該個所を利用したと考えられる。
15

Namdol, G. (2005) pp.58.1-60.3.
16

寺本婉雅 (1929) pp.182.3-186.9.
17

そのテキストと本稿でのテキストを比較すると、相違があるのは次の個所である。前者がナムド

ゥル氏によるもの、後者が筆者によるもの。(前文) -traya- / -triya- P, N と-traya- D / -triya- P, N, C, S、(前

文) Zes bya ba / om. D, S と Zes bya ba D / om. P, N, C, S、(2c) dam pa'i / dam pa P, N, S と dam pa'i D / dam pa

P, N, C, S、(2c) kun du (no variant)とkun tu P, N, C, S / kun du D、(3b) la lar yaG / la la ru P, N, Sと la la ru P, N,

C, S / la lar yaG D、(3c) thabs tshul rnams kyis / thabs tshul D, C と thabs tshul rnams kyi P, N, C, S / thabs tshul

D、(4c) bdag gis / bdag gi P, N, S と bdag gis D / bdag gi P, N, C, S、(4d) 'dzud par / 'jug par P, N, S と'jug par P,

N, C, S / 'dzud par D ナムドゥル氏のものは特にチョネ版の読みが欠落あるいは誤っている。
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氏の指摘 18 により、 SekoddeCaTīkā の引用する ‘Tantrottara’ というテキストは

Śrīkālacakratantorottara-tantrahRdaya (P no.5)であることが明らかとなった。そこには

‘slop dpon Klu yis gaG gsuGs pa’として本讃歌の引用がある19。作者が SekoddeCaTīkāの伝

えるNāgāhvaya ではなく、Klu（*Nāga）とされることには注意すべきである。

漢訳の『仏三身讃』に関しては、平等通昭氏による解題と和訳20がある。サンスク

リット、漢音訳、チベット訳のいずれとも完全には一致せず、特に第 2 偈は一致する

ところが少ない。

なお、ナムドゥル氏によりいくつかの密教文献に本讃歌が引用されることが明らか

となった21。CakrasaMvaratantra 注では第 1-3 偈が引用されるのみであるけれど、

ĀryamaJjuCrīnāmasaMgīti注では部分的ではあるが全4偈が引用され、その第4偈はDeb

ther sGon po や SekoddeCaTīkā（あるいは Śrīkālacakratantorottara-tantrahRdaya)のものと一

致する。これら第 4 偈が異なるテキストに関してはさらなる検討が必要である。

2. Kāyatrayastotra-vivaraNa について

これは先の讃歌に対する注釈で、チベット訳（P no.2016）にのみ伝わり、同じくナ

ーガールジュナ作とされる。これまで校訂テキストの出版はなく、わずかに寺本婉雅

18
Namdol, G. (2005) pp.65.15, 66.5.

19
(P Ka143b5, D Ka130b4, N Ka189a1, C Ka149a4)gaG Zig sku yi mtshan Jid 'dir ni (C 149a5)saGs rgyas pa

yi slob dpon Klu yis gaG gsuGs pa //
gaG Zig gcig min du ma min la bdag(P, D, C / raG daG (N 189a2)bdag N) gZan la phan phun(D, N, C / tshun P)
tshogs chen po'i rten gyur pa // (P 143b6)dGos min(P, D, C / med N) dGos po med min (D 130b5)nam mkha'(P, D,
C / namkha' N) (C 149a6)bZin du re mJam rnam par dpyad dka'i(D, N / ka'i P, C) raG bZin Jid // gos med rnam
par (N 189a3)'gyur med Zi ba mtshuGs pa med pa mJam ZiG khyab pa(P, C / la D, N) spros pa med // dpe med
so so(P, D, C / sor N) raG gis rig bya rgyal (P 143b7)ba rnams (C 149a7)kyi chos kyi sku la bdag phyag 'tshal //
(1)
gaG Zig 'jig (D 130b6, N 189a4)rten las 'das bsam mi khyab pa legs spyad(D, N, C / dpyad P) 'bras bu bdag Jid
phun sum tshogs // blo ldan chen por gyur pa mJes pa'i rgyur gyur (C 149a7)'khor gyi dbus su(P, D, C / dbusu
N) sna tshogs (P143b8)gsuG (N 189a5)mdzad ciG // 'jig rten kun la khyab pa rgyun mi 'chad pa rgya che'i dam
chos saGs rgyas rnams kyis (D 130b7)gsuGs // loGs spyod rdzogs sku chos kyi rgyal (C 149b1)po chen por
gnas pa de la 'dir (N 189a6)ni(P, D, C / na N) bdag phyag 'tshal // (2)
gaG Zig (P 144a1)sems can rnams kyi smin pa'i rgyur gyur la lar(D, N, C / mar P) me bZin gsal bar snaG ba daG //
slar yaG la lar mGon par byaG chub chos kyi (C 149b2)'khor lo (N 189a7)rab tu Zi ba (D 131a1)gaG mthoG ba //
rnam pa du mar(D, N / ma P, C) 'gro ba'i gzugs kyi thabs (P 144a2)kyis 'jug ciG srid pa gsum gyi 'jigs pa 'joms //
phyogs bcu'i rjes su(P, D, C / rjesu N) 'jug pa don chen(P, D, C / chen chen no N) (N 189b1)thub pa rnams (C
149b3)kyi sprul pa'i sku la phyag 'tshal lo(P, D, C / 'tshalo N) // (3)
khams gsum spyod pa las grol mkha' (D 131a2)daG mJam par (P 144a3)gyur pa dGos po kun gyi raG bZin Jid //
dag ciG Zi la rnam dben mchog tu (N 189b2)Zi la raG bZin rnal (C 149b4)'byor Jid kyis rtogs bya ba // rtogs
dka' brtag par dka' la Zi ba mi mJam mJam par khyab ciG (P 144a4)mtshan ma med pa Jid // mi mJam(D, N /
mJam pa yi P, C) bde ba rnam (D 131a3)par mi rtog (N 189b3)sku gcig rgyal ba rnams kyi (C 149b5)sku la
phyag 'tshal lo(P, D, C / 'tshalo N) // (4)
20

平等通昭 (1932).
21

CakrasaMvaratantra 注: Namdol, G. (2005) pp.64.25-65.1; ĀryamaJjuCrīnāmasaMgīti 注 : ibid. p.65.15-20;

Śrīkālacakratantorottara-tantrahRdaya-nāma: ibid. pp.65.13-15, 66.5-6.
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氏による和訳がある22。

注釈の内容は、偈頌中の語句それぞれに対して丁寧に注釈したもので、特に思想的

なものは伺えない。ただ、注釈の真作性を疑わせる記述がいくつか見受けられる。結

論からいうと、本頌も注釈もナーガールジュナより後代でかつ同一の人物による著作

の可能性がある。

冒頭の「偉大な我をもつ［方］（仏）の三身の讃歌は、ナーガールジュナがお作り

になったものであるが、他に請われたので、どのように構成されているか分析しよ

う。」（P 82a5）という偈頌は、マンジュシュリーに対する礼拝の言葉の後にあり、ま

た内容的にみても注釈中の記述であるから、チベット訳者ではなく注釈者自身の言葉

といえる。注釈者が一人称ではなくナーガールジュナの名を用いるということは、本

頌はナーガールジュナの作であるが注釈はそれ以外の者によって著わされた可能性

があるといえる。ナーガールジュナの他の著作23において、その名前がでてくるもの

はない。

第 3 偈注釈中の「このような変化の身体であるところの「その方に礼拝します」と、

師ナーガールジュナによって説かれている。」（P 85a4-5）という記述もまた、ナーガ

ールジュナの名が用いられており、しかも「師（slob dpon）」の語まで付いている24。

ここからも、本頌の作者はナーガールジュナであるが注釈者は彼でない可能性がでて

くるといえよう。

ナムドゥル氏もこれら 2 つの記述から同様に考え、注釈者はナーガールジュナでは

ないとする。同氏はさらに、テキスト末尾の「師ナーガールジュナがお作りになった、

『三身に対する讃歌という［著作］の注釈』を終わる。」（P 86a7）の「師ナーガール

ジュナがお作りになった」は「讃歌」にかかるのであって「注釈」にかかるのではな

い、注釈をナーガールジュナに帰したのは大蔵経編纂者の誤りではないかとする25。

一方で、「努力と精進の勤勉さをもって自身で三身の意味と作用を究極に達［せし

めること］が「必要性の必要」であると、知られるべきである。」（P 82b3-4）という

22
寺本婉雅(1929) pp.186.12-198.6.

23
現時点で真作と考えられる、拙著(2006) pp.445-448 で扱った次の 17 作品。Mūlamadhyamakakārikā,

Śūnyatāsaptati, Vigrahavyāvartanī, *Vyavahārasiddhi (Tha sJad grub pa), VaidalyaprakaraNa, Pratītya-
samutpādahRdaya, YuktiSaSTikā, 『菩提資糧論』, Ratnāvalī, SuhRllekha, MahāyānaviMCikā, Lokātītastava,

Niraupamyastava, Acintyastava, Paramārthastava, Stutyatītastava, Niruttarastava. ただし、他にも検討の余

地のある著作はある。
24

著者が自らを「師 (slob dpon)」と呼ぶことがあるかに関しては、Bhāviveka の Tarkajvālāでも問題

となる。江島恵教 (1980) pp.13.20-14.29; Seyfort Ruegg, D (1990) pp.63.33-64.24.この問題に関しては安

間剛志 (2007) pp.7.18-8.2, 9.6-8, 9.17-19 に詳しい。ナーガールジュナに帰せられる

PratītyasamutpādahRdaya-vyākhyāna にも問題となる slob dpon の語が 2 度みられるが、これらは弟子と

師との問答の中で用いられたものであるから、著者自らに対する呼称であるかどうかはどちらともい

えない。梶山雄一 (1981) pp.2.29, 3.6; Lindtner, Chr. (1982*) p.184.8-11.
25

Namdol, G. (2005) p.63.26-64.16.
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記述もある。この「自身」が何を指すかについては 2 通り考えられる。まず、この「自

身」が著者自身を指す場合である。そうであれば、本頌と注釈は同一の作者となる。

これは先の可能性と矛盾するため、その解消のためには、本頌の作者はナーガールジ

ュナの名をかりた別の人物と考えなければならない。すなわち、本頌も注釈もナーガ

ールジュナではなく、同一のある人物によって著わされたと考えざるをえない。次に、

「自身」がその前に出てくる「愚者たち（rmoGs pa dag）」（P 82a7）を指す場合である。

こちらであれば先にみた可能性と矛盾することなく、本頌はナーガールジュナ作、注

釈は別人作、という可能性が残ることになる。

これら 2 つのうち可能性の高いのは前者だといえる。すでに拙稿 (2005) で検討し

たように、三身の発展段階からいって本頌の作者がナーガールジュナである可能性は

高くない。したがって、後代の誰かが彼に仮託して本讃歌を著わし、同一人物がさら

にその注釈を著わした可能性は十分に考えられよう。ただし、これら 3 点の記述だけ

ではその決定的な根拠になるとはいえず、さらに本頌および注釈の内容、あるいは三

身説の検討が必要である。
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Kāyatrayastotra

(P Ka1,81b2) (N Ka78a4) (C Ka80a4) (S Ka99b1) sKu gsum la bstod pa Zes bya ba 26 | | 27

(D Ka70b3) rgya gar skad du | Kāyatrayastotra-nāma 28 | (P 81b3)

bod skad du | sKu gsum la bstod pa Zes bya ba 29 | (C 80a5)

'phags pa 'Jam dpal (S 99b2) gZon nur gyur30 (N 78a5) pa la phyag 'tshal lo31 | |

yo nko nâpy anekaH sva-para-hita-mahā-saMpannâdhāra-bhūto32

nvâbhāvo na bhāvaH kham iva sama-raso durvibhāvya-svabhāvaH33 |

nirlepaM nirvikāraM34 Civam asama-samaM vyāpinaM niSprapaJcaM35

vande pratyātma-vedyaM36 tam aham anupamaM dharma-kāyaM jinānām | | 1 | |

gcig min du ma ma yin bdag daG gZan la phan pa phun sum tshogs chen gZir gyur pa | | (P 81b4)

dGosmin (D70b4)dGospomedpamayinmkha'ltarrogcigrtogspardka'ba'i raG (C80a6) bZincan | | (S99b3)

gos pa med ciG mi (N 78a6) 'gyur Zi la mi mJam mJam pa khyab pa can te spros med pa | |

so so raG rig rgyal ba (P 81b5) rnams kyi37 chos sku dpe med gaG yin de la bdag phyag 'tshal | | 1

lokâtītām38 acintyāM39 sukRta-Cata-phalām40 ātmano yo vibhūtiM

parSan-madhye41 vicitrāM prathayati42 mahatīM43 dhīmatāM44 prīti-hetoH45 |

26
ba P, N, S / pa C

27
D omits this line.

28
-traya- D / -triya- P, N, C, S

29
Zes bya ba D / om. P, N, C, S

30
gyur D, N, C, S / om. P

31
'tshal lo P, D, C, S / 'tshalo N

32
-saMpannā- Sakaki: 榊亮三郎 (1918) / -saMpadā- Lévi: Chavannes, E. (1896) / -sampadā- Roerich:

Roerich, G. N. (1949); Carelli: Carelli, M. (1941); Pandey: Pandey, J. Sh. (2002)
33

sama-raso durvibhāvya- Roerich, Carelli / sama-raso durvibhāva- Pandey / samara-?- -?-vibhāva- Lévi /
sama-raso durvibhāvana- Sakaki
34

nirlepaM nir- Lévi, Roerich, Carelli, Pandey: from the rule of the meter / nirīha-nir- Sakaki
35

niSprapaJcaM Sakaki, Roerich, Carelli, Pandey / -?-prapaJcaM Lévi
36

-vedyaM Sakaki, Lévi, Carelli, Pandey / -vedaM Roerich
37

kyi P, D, N, S / kyis C
38

-tām Sakaki, Lévi, Pandey, Lal: Lal, B. (1994); from the rule of the meter / -tam Roerich, Carelli
39

-yāM Sakaki, Lévi, Pandey, Lal / -yaM Roerich, Carelli
40

-Cata-phalām Roerich, Carelli: from the rule of the meter / -Cata-phalam Sakaki / -sama-phalām Lévi /
-saphalā[latā]m Pandey
41

-madhye Sakaki, Roerich, Carelli, Pandey / -matte Lévi
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buddhānāM46 sarva-loka-prasRtam aviratôdāra-sad-dharma-ghoSaM47

vande saMbhoga-kāyaM48 tam aham iha49 mahā-dharma-rājya-pratiSTham50 | | 2 | |

raG gi 'byor pa 'jig rten las (D 70b5) 'das bsam (S 99b4) gyis mi khyab legs mdzad (C 80a7) brgya yi

'bras (N 78a7) bu ni | |

blo can rnams kyi dga' ba bskyed51 phyir (P 81b6) 'khor gyi naG du sna tshogs rgyas par ston

mdzad ciG | |

rtag tu dam pa'i52 chos kyi sgra skad rgya chen 'jig rten kun tu53 'phro bar (S 99b5) mdzad pa po | |

saGs rgyas loGs spyod rdzogs sku chos kyi rgyal (D 70b6) srid gnas (N 78b1) (C 80b1) pa gaG yin de (P81b7)

la phyag 'tshal lo54 | | 2

sattvānāM pāka-hetoH55 kvacid anala56 ivâbhāti57 yo dīpyamānaH

saMbodhau58 dharma-cakre59 kvacid api ca punar dRCyate60 yaH praCāntaH61 |

nkâkāra-pravRttaM62 tri-bhava-bhaya-haraM viCva-rūpair upāyair63

vande nirmāNa-kāyaM64 daCa-dig-anugataM65 taM66 mahârthaM munīnām | | 3 | |

42
prathayati Roerich, Carelli, Pandey / sthāpayati Sakaki / stabhayati Lévi

43
mahatīM Lévi, Roerich, Carelli, Pandey / mahatiM Sakaki

44
dhīmatāM Sakaki, Roerich, Carelli, Pandey / -?-matāM Lévi

45
-hetoH Roerich, Carelli, Pandey / -hetor Sakaki / -hetum Lévi

46
buddhānāM Sakaki, Roerich, Carelli, Pandey / buddhānaM Lévi

47
-odāra- -ghoSaM Sakaki, Roerich, Carelli / -oddhāra- -ghoSaM Pandey / -odāra- -koCaM Lévi

48
saMbhoga- Lévi, Pandey / kaMbhoga- Sakaki / sambhoga- Roerich, Carelli

49
aham iha Roerich, Carelli, Pandey / ahaM dehaM Sakaki / aghanigha- Lévi

50
-rājya-pratiSTham Sakaki, Roerich, Carelli, Pandey / -rājāM pratiSThām Lévi

51
bskyed P, D, C, S / skyed N

52
pa'i D / pa P, N, C, S

53
tu P, N, C, S / du D

54
'tshal lo P, D, C, S / 'tshalo N

55
pāka-hetoH Sakaki, Roerich, Carelli, Pandey, Lal / bhāga-hetuH Lévi

56
anala Sakaki, Roerich, Carelli, Lal / analam Pandey / anabhra Lévi

57
ivâbhāti Lévi, Roerich, Carelli, Pandey: from the rule of the meter / iva bhāti Lal / ivâvabhāti Sakaki

58
saMbodhau Lévi, Pandey / sambodhau Sakaki, Roerich, Carelli

59
-cakre Lévi, Roerich, Carelli, Pandey / -cakraM Sakaki

60
dRCyate Lévi, Roerich, Carelli, Pandey / darCayati Sakaki

61
praCāntaH Roerich, Carelli, Pandey / praCāntaM Sakaki, Lévi

62
-pravRttaM Roerich, Carelli, Pandey / -pravRtaM Sakaki / -prabhRtaM Lévi

63
-rūpair upāyair Roerich, Carelli, Pandey / -rūpair upāyaiH Sakaki / -rūpirūpo yaH Lévi

64
nirmāNa- Sakaki, Roerich, Carelli, Pandey / nirvāNa- Lévi
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sems can rnams ni smin par mdzad phyir la la dag tu me 'bar bZin du gaG snaG ZiG | |

la la ru67 (S 99b6) ni rdzogs par byaG chub chos kyi 'khor lo rab tu Zi bar gaG snaG la | |

sna tshogs thabs (P81b8) tshul rnams kyi68 (C 80b2) rnam pa (N78b2) du mar 'jug ciG srid pa gsum (D 70b7)

gyi 'jigs sel ba | |

phyogs bcur chub mdzad thub pa rnams kyi sprul sku (P 100a1) don chen gaG yin de la phyag

'tshal lo69 || 3

sattvârthka70-kRpāNām71 aparimita-mahā-jJāna-puNyôdayānāM72

kāyānāM saugatānāM73 prativigata-mano-vāk-pathānāM trayāNām74 |

kRtvā bhaktyā75 praNāmaM kuCalam upacitaM yan76 mayā bodhi-bījaM77

trai-kāyāMs78 tena labdhvā79 jagad idam akhilaM bodhi-mārge niyuJjyāt80 | | 4 | |

sems can don gcig (P 82a1) rgyun du81 mdzad ciG bsod nams ye Ces chen po dpag med (C 80b3) las

byuG (N 78b3) ba'i | |

bde bar gCegs pa rnams (S 100a2) kyi sku gsum yid daG tshig gi82 lam (D 71a1) las rab tu 'das pa la | |

bdag gis83 dad (P 82a2) pas phyag byas dge ba byaG chub sa bon bsags par gyur pa gaG yin des | |

sku gsum thob nas 'gro ba 'di (C 80b4) dag (S 100a3) ma lus byaG chub (N 78b4) lam la Ges par 'jug84

65
daCa-dig- Sakaki, Lévi, Carelli, Pandey / daCādig- Roerich

66
taM Sakaki, Lévi, Pandey / tan Roerich, Carelli

67
la la ru P, N, C, S / la lar yaG D

68
rnams kyi P, N, C, S / om. D

69
'tshal lo P, D, C, S / 'tshalo N

70
This vowel must be long from the rule of the meter.

71
-Nām Lévi / -NāM Sakaki

72
-jJāna-puNyôdayānāM Sakaki / -yāna-puNyānayānāM Lévi

73
sauga- Lévi: from the rule of the meter / suga- Sakaki

74
-Nām Lévi / -NāM Sakaki

75
-tyā Sakaki / -tyāH Lévi

76
yan Lévi: from the rule of the meter / yeNa Sakaki

77
-bījaM ego (my reading) / -bījam Sakaki / -vījam Lévi

78
trai-kāyāMs ego: from the rule of the meter / tri-kāyāMs Sakaki / tri-kāyās Lévi

79
labdhvā ego / labdhā Sakaki, Lévi

80
niyuJjyāt ego / niyojaye Sakaki / niyuJje Lévi

81
du D / tu P, N, C, S

82
tshig gi P, D, C, S / tshigi N

83
gis D / gi P, N, C, S

84
'jug P, N, C, S / 'dzud D
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par Cog | 4

TrikāyastavaH samāptaH | |

sKu gsum la stod pa Zes bya ba (P 82a3) slob dpon 'phags85 (D 71a2) pa Klu sgrub kyis mdzad pa

rdzogs so86 | | | | (S 100a4) rgya gar gyi mkhan po KRSNa-paNDita daG87 lo tsā ba88 dge sloG

Tshul khrims rgyal (C 80b5) bas bsgyur ciG (N 78b5) Zus te gtan la phab pa'o | | | |

『三身讃』

インド語でKāyatrayastotra-nāma、チベット語で『三種の身体への讃歌という［著作］』。

聖なるマンジュシュリー王子（*ĀryamaJjuCrīkumārabhūta）に礼拝します。

1. 一ではなく多でもなく、自らと他者の利益の偉大な充足の拠り所となっており、実

に非存在ではなく存在ではなく、空間のように一様の味をもち、捉えがたい本性

（svabhāva）をもつ、そうした汚れなく、変化することなく、寂静で、等しくなく等

しく（比類なく）、［いたる所に］満ちていて、［言語的］多様性を離れた（niSprapaJca）、

個々に知られるべき、喩えるもののない、そうした勝利者たちの法からなる身体

（dharmakāya）に私は礼拝します。

＊ （Tib.からの試訳）一ではなく多でもなく、自らと他者の利益［の］充足［の］偉

大な場となっており、存在ではなく非存在ではなく、空間のように一つの味をもち、

捉えがたい本性をもつ、汚れなく、変化することなく、寂滅しているけれど、等しく

なく等しく、［いたる所に］満ちていて、［言語的］多様性（prapaJca）がない、そう

した、個々に知られるべき、勝利者たちの、喩えるもののない、法［からなる］身体

に私は礼拝します。

2. 世間を超越し、思慮の及ばない、百の善い行いの結果という自らの財産を、群衆の

中で様々に広く賢者たちの喜びのために示し、諸仏のあらゆる世間に広まる絶え間な

い偉大な正しい教えの叫び声を［発した方］、そうした、偉大な法の王国にとどまっ

ている［教えを］享受［せしめる］身体（saMbhogakāya）に、私はこの［世間］で礼

拝します。

85
'phags P, D, N, C / 'phaD S

86
rdzogs so P, D, C, S / rdzogso N

87
daG P / daG | D, N, C, S

88
ba P, D, C, S / pa N
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＊自らの財産である、世間を超越した、思慮の及ばない、百の善い行いの結果を、賢

者たちの喜びを生むために、群衆の中で様々に広くお説きになり、絶えず正しい教え

の大きな叫び声をあらゆる世間に広げることをなされる方、そうした、法の王国にと

どまっている仏の、［教えを］享受［せしめる］身体に、礼拝します。

3. ある時は命あるものたちの成熟ために火のように燃え、輝き、そしてまたある時は

悟りの法輪において繰り返し寂静［な方］として現れ、様々な形によって、また諸々

の手段によって多くの姿で活動し、三種の存在89の畏れを取り除く、そうした、十の

方角（あらゆる所）に満ちている、偉大な目的をもつ賢者たちの変化した身体

（nirmāNakāya）に、私は礼拝します。

＊命あるものたちを成熟させるために、時には実に火が燃えるように輝き、時には完

全な悟りの法の輪を［回し］寂静［な方］として現われるけれど、様々な手段や形の

（をした）多くの姿で活動し、三種の存在の畏れを取り除く、そうした、偉大な目的

のある十の方角に現れる、賢者たちの変化した身体に礼拝します。

4. 善逝たちの三種の身体は、命あるものの利益のために同一の慈悲をもち、量り知れ

ない偉大な知恵と福徳から生じたもので、心（manas）やことば（vāg）［に依存した］

境涯を超越しているけれど、信仰心をもって礼拝をしてから、私が集めた吉祥な悟り

の種子、それによってこの世界の万象（jagat）全体が、三種の身体を獲得して、悟り

の道につながりますように。

＊命あるもののためにひたすら絶えず行動し、量り知れない偉大な福徳と知恵から生

じたところの、善逝たちの三種の身体は、心やことば［に依存した］境涯を超越して

いるけれど、私が信仰心によって礼拝をなして、集めたところの吉祥な悟りの種子、

それによって三種の身体を獲得してから、この世界の万象が残りなく、悟りの道に入

りますように。

『三種の身体への讃歌』を終わる。

＊『三種の身体への讃歌という［著作］』という、師である聖なるナーガールジュナ

がお作りになったものを終わる。インドの学者KRSNapaNDita と翻訳僧Tshul khrims rgyal

ba によって翻訳され修正されて、確立された。

89
注釈(P no.2016)によれば、「三種の存在」とは欲、色、無色の三界における存在のこと。
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Kāyatrayastotra-vivaraNa

(P Ka1, 82a4) (NKa78b5) (C Ka80b5) (S Ka101a1)sKu gsum labstodpa Zes bya ba'i rnam par 'grelba 90 | 91

(D Ka71a2) (S 101b1) rgya gar skad du | Kāyatrayastotra-nāmasya vivaraNa 92 |

bod skad du | sKu (D 71a3) gsum la bstod pa Zes bya ba'i rnam par 'grel ba 93 | | 94 (C 80b6)

'phags pa (N 78b6) 'Jam dpal (P 82a5) gZon nur gyur pa la phyag 'tshal lo95 | |

bdag Jid chen (S 101b2) po'i sku gsum gyi | | bstod pa Klu sgrub kyis96 mdzad pa | |

gZan gyis97 gsol bas bskul bas na | | ji ltar bkod pa rnam par dbye | |

de la98 (D 71a4) gcig min du ma (P 82a6) (C 80b7) ma yin Zes (N 78b7) bya ba la sogs pa'i tshigs su99

bcad pa gsum gyis100 brjod par (S 101b3) bya ba daG | dgos pa daG | 'brel pa daG | dgos pa'i yaG

dgos pa brjod par bya ste | gaG gi phyir brjod pa daG | dgos pa daG | (P 82a7) 'brel pa med pa dag la

ni so (C 81a1) sor rtog pa sGon (N 79a1) du (D 71a5) gtoG ba dag len par mi 'gyur ro101 | |

de'i phyir 'dir ci (S 101b4) Zig 'chad par 'gyur Zes 'di la yaG dag par rmoGs pa dag dran pa 'jug par

bya ba'i phyir brjod par bya ba bCad (C 81a2) do102 |103 (P 82a8) bCad pa don med par rtog pa dag Ges

par 'jug par bya ba'i phyir (N 79a2) dgos pa bstan to | | thabs med par (D 71a6) (S 101b5) dogs pa bsal ba'i

phyir 'brel pa bCad de104 |105 gZan du na thabs med pa dag la ji ltar 'jug par 'gyur | |106 (P 82b1)

de la 'dir sku gsum (C 81a3) ni brjod par bya ba'o | |

de'i raG gi Go bo Jid bCad pa ni dgos pa ste | |107 de'i raG gi Go bo Jid bCad (N 79a3) pa'i (S 101b6)

90
ba N?, C / pa P, S

91
| P, S / | | | | N, C ; D omits this line.

92
kāyatrayastotranāmasya vivaraNa ego / kā ya tra ya sto tra nāma sya bi ba ra nāma P, D, N, C, S

93
ba C / pa P, D?, N, S

94
| | N / | P, D, C, S

95
'tshal lo P, D, C / 'tshalo N, S

96
kyis D, N, C, S / gyis P

97
gyis P, N, C, S / gyi D

98
la P / la | D, N, C, S

99
tshigs su P, D, C / tshigsu N, S

100
gyis D / gyi P, N, C, S

101
'gyur ro P, D, C / 'gyuro N, S

102
bCad do P, D, C, S / bCado N

103
| P, N, C / | | D, S

104
bCad de P, D, C, S / bCade N

105
| P, D, N, S / | | C

106
| | P, D, C / | N, S

107
| | C / | P, D, N, S
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phyir tshigs su108 bcad109 pa 'di byas so110 | |

de (D 71a7) bas na dgos pa daG tshigs su111 bcad pa dag (P 82b2) brjod112 pa daG113 brjod par bya

ba'i mtshan Jid du 'brel pa'am (C 81a4) |114 tshig daG tshig can 'brel pa'am |115 thabs daG thabs las

byuG ba'i mtshan Jid du116 'brel (S 102a1) pa'am |117 sgrub pa daG sgrub par bya ba'i (N 79a4) mtshan

Jid du118 'brel pa (P 82b3) 'am |119 bya ba daG byed pa'i mtshan (D 71b1) Jid du120 'brel pa ni 'brel

pa'o | |

de nas 'bad pa daG rtsol ba'i121 (C 81a5) brtson 'grus daG ldan par raG Jid kyis sku gsum gyi don

daG (S 102a2) bya ba mthar phyin pa ni dgos pa'i yaG dgos pa yin (P 82b4) par122 Ces par bya ste |123

'di ni re (N 79a5) Zig don gyi spyi yin no124 | | da ni yan lag gi don brjod par bya ste |

(1) gcig (D 71b2) min du ma yin Zes bya ba la (C 81a6) sogs pa la |125 gcig daG du ma ni gcig daG (S

102a3) du ma ste | gcig126 ni gJis pa127 med (P 82b5) pa Jid do | | du ma ni maG po Jid de | gcig daG

du mar ma gyur pa'i chos kyi (N 79a6) sku gaG yin pa de la bdag phyag 'tshal lo128 Zes bya ba'i

tha tshig go129 | |130

108
tshigs su P, D, C / tshigsu N, S

109
bcad P, D, N, S / bCad C

110
byas so P, D, C, S / byaso N

111
tshigs su P, D, C / tshigsu N, S

112
brjod P, N, C, S / rjod D

113
daG P, D, N, S / dag C

114
| P, D, N, S / om. C

115
| P, D, N / | | C, S

116
Jid du P, D, C / Jidu N, S

117
| P, D / | | C, S

118
Jid du P, D, N, C / Jidu S

119
| D, N, C / | | P, S

120
Jid du P, D, C, S / Jidu N

121
ba'i P, D, N / pa'i C, S

122
par D, N, C, S / bar P

123
| D / om. P, N, C, S

124
yin no P, D, C / yino N, S

125
| D, N / | | P, C, S

126
gcig P, N, C, S / gJis D

127
pa P, N, C, S / om. D

128
'tshal lo P, D, C / 'tshalo N, S

129
tshig go P, D, C / tshigo N, S

130
| | D / | P, N, C, S
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ci'i phyir gcig kyaG ma (C 81a7) yin la du ma (D 71b3) yaG ma yin Ze na | de'i phyir gzod131 (S 102a4)

ma nas (P 82b6) ma skyes pa'o Zes 'byuG bas na gaG thog132 ma Jid nas ma skyes pa de la gcig daG

du ma'i gnas skabs su133 bya bar mi nus (N 79a7) te |134 nam mkha'135 ltar yoGs su136 chad pa

med pa'i Go bo Jid do | |

chos (C 81b1) thams cad kyaG de bZin Jid las byuG (P 82b7) bas na | de'i (S 102a5) phyir (D 71b4) gaG

Zig gaG las byuG bar gyur pa ste | gaG gis sna tshogs pa'i gzugs su137 gyur pa de ma mthoG ste |

sa138 lu la sogs pa'i sa bon las (N 79b1) ni sa139 lu'i 'bras bu'o | |

de bZin du stoG pa Jid (C 81b2) las gaG Zig 'byuG bar (P 82b8) 'gyur ba ni rtag pa daG chad (S 102a6)

par mi 'gyur te | gaG gi phyir kun tu rtog pa ma lus (D 71b5) pa daG bral ba'i rgyal ba thams cad

kyis kyaG stoG ZiG sgyu ma daG 'dra bar gZigs so140 | |

gZan yaG khyad par du bya ba'i (N 79b2) phyir bdag (P 83a1) daG (C 81b3) gZan la phan pa phun

sum tshogs chen gZir gyur (S 102b1) pa Zes bya ba smos te | bdag daG gZan ni bdag daG gZan te |

de dag la phan pa phun sum tshogs pa'i (D 71b6) gZir gyur pa ni mGon (P 83a2) par mtho ba daG | Ges

par legs pa'i141 mtshan (C 81b4) Jid can gyi phun (N 79b3) sum tshogs pa chen po'i gZir gyur pa Zes

bya ba'i (S 102b2) don to | |

gaG giphyir chos kyi dbyiGs gcig daG du ma daG bral ba'i Go bo thog ma daG tha ma med pa (P83a3)

stoG pa Jiddu142 bCadna | ji ltar na bdag daG gZan la phan pa (D 71b7) phun (C 81b5) sum tshogs143 pa

chen po'i gZir gyur pa yin (N 79b4) Ze na | Jes pa med de144 | 'di (S 102b3) ltar ma rig pa'i bag chags

kyi stobs kyis145 snod daG bcud kyi tshul du gnas (P 83a4) pa ltar bdag daG gZan la phan pa phun

sum tshogs pa chen po'i gZir gyur pa yin te |146 (C 81b6) rmi lam la sogs pa'i Ces pa bZin no147 | |

131
gzod D, N, C, S / bzod P

132
thog P, D, C, S / thogs N

133
skabs su P, D, N, C / skabsu S

134
| D, N, C, S / | | P

135
nam mkha' P, D, C, S / namkha' N

136
yoGs su P, D, C / yoGsu N, S

137
gzugs su P, D, C / gzugsu N, S

138
sa P, N, C, S / sāD

139
sa P, N, C, S / sāD

140
gZigs so P, D, C / gZigso N, S

141
legs pa'i D, C / leg psa'i N / leg pa'i P, S

142
Jid du P, D, N, C / Jidu S

143
tshogs P, N, C, S / chogs D

144
med de P, D, C, S / mede N

145
kyis D / kyi P, N, C, S

146
| P, D, N, S / om. C

147
bZin no P, D, C / bZino N, S
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gal te ma (D 72a1) rig pa'i (N 79b5) bag (S 102b4) chags daG chos kyi dbyiGs thog ma daG tha ma (P 83a5)

med pa'i Go bo de yaG ma rig pa'i bag chags su148 gyur pa ni gla rtsi la sogs pas bsgos pa bZin

te149 | dGos po rnams kyi150 (C 81b7) chos Jid ni de lta bu'o | | de bas na bdag daG gZan la phan pa

phun sum tshogs (S 102b5) pa'i (P 83a6) gZir (D 72a2) (N 79b6) gyur pa yin no151 | |

gZan yaG dge ba'i gCes gJen daG phrad ciG lam bzaG po rJed152 pas ma rig pa'i bag chags glo

bur ba riG153 (C 82a1) du byas CiG yoGs su154 dag par gyur pa ni gser daG zaGs kyi dri ma daG (P83a7)

bral ba bZin te | |155 'di la (S 102b6) yon tan daG Jes pa len ciG spoG ba (N 79b7) yod pa yin no156 | |

de ci'i phyir Ze na | (D 72a3) yaG dag pa'i don rtogs pa (C 82a2) kho na tsam du zad de157 | de'i

phyir |158

'di la bsal159 bya ci yaG med | |160 gZal161 par bya (P 83a8) ba gaG yaG med | |

yaG dag Jid la yaG dag blta162 | | yaG dag mthoG na (S 103a1) rnam par grol | |163

Zes gsuGs pa gaG 'di (N 80a1) ltar rkyen daG ldan pa ni kun nas Jon (C 82a3) moGs par thal bar 'gyur

gyi (D 72a4) ma skyes pa skye bar ni ma mthoG Go | | (P 83b1) skyes pa 'gag pa dag las kyaG cuG zad

skye ba med de | mya Gan las 'das (S 103a2) pa ni mar me daG mtshuGs so164 | |

gZan yaG khyad par du bya (N 80a2) ba'i phyir | dGos min dGos po med (C 82a4) pa165 ma yin166

Zes bya ba smos te | (P 83b2) dGos po ni gzugs su167 yod pa'o | |168 de (D 72a5) med par gyur pa169 ni

148
chags su P, D, C / chagsu N, S

149
te P, D, N, S / to C

150
kyi P, D, N, S / kyis C

151
yin no P, D, C / yino N, S

152
rJed P, D, N, S / brJed C

153
ba riG P, D, N, S / 'chiG C

154
yoGs su P, D, C / yoGsu N, S

155
| | P / | D, N, C, S

156
yin no P, D, C / yino N, S

157
zad de P, D, C, S / zade N

158
| D / om. P, N, C, S

159
bsal P, D, N, C / gsal S

160
| | D, N, C / | P, S

161
gZal D / bZag P, N, C, S

162
blta P, N, C, S / lta D

163
| | D / om. P, N, C, S

PratītyasamutpādahRdaya-vyākhyāna, kārikā 7 (Gokhale, V. V. (1978) p.65.19-20):
nâpaneyam ataH kiMcit prakSeptavyaM na kiMcana /
draSTavyaM bhūtato bhūtaM bhūta-darCī vimucyate // 7
164

mtshuGs so P, D, C / mtshuGso N, S
165

pa P, D, N, C / om. D
166

yin P, N, C, S / yin | | D
167

gzugs su P, D / gzugsu N, C, S
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dGos po med pa ste |170 gJi ga las ldog par 'gyur bas na171 dGos min (S 103a3) dGos po yod pa ma

yin172 Zes bya ste |173 yod pa daG med pa daG (N 80a3) dbus las (P 83b3) 'das par gyur pa'o | |

de Jid kyis (C 82a5) nam mkha'174 ltar ro gcig pa ste | nam mkha'175 ltar Zes bya ba ni nam

mkha'176 daG 'dra bar ro (D 72a6) gcig ciG mJam pa'i raG bZin du gaG gyur pa de ni (S 103a4) nam

mkha'177 ltar ro178 gcig ces bya'o | | (P 83b4)

de Jid kyis na rtogs par dka' (N 80a4) ba'i raG bZin can te |179 (C 82a6) dGos po daG dGos po

med pa gJi ga daG gZan las btsal ba daG bral ba Jid do180 | |

de bas na gos pa med pa ste | 'dod chags la (D72a7) sogs pa'i Jes (S103a5) pa'i dri ma daG bralba (P83b5)

Jid do181 | |

de Jid kyis ni182 mi 'gyur ba ste raG gi Go bo Jid la mi (N 80a5) (C 82a7) 'pho ba'o | |

Zi ba ni Jon moGs pa thams cad Zi bar gyur pa'o | |

mi mJam pa ni mtshuGs pa med pa'o | |

mJam pa ni chos thams cad kyi gZir (P 83b6) mtshuGs par gyur pa'o | | (S 103a6)

khyab (D 72b1) pa can ni thams cad du soG bar gyur pa'o | |

spros pa (C 82b1) med pa ni spros pa (N 80a6) thams cad daG bral bar gyur pa'o | |

khyad par du bya ba gZan yaG so so raG rig ces bya ba ste | (P 83b7) sems can rnams183 kyi so

so raG gis rig par gyur pa gZon nu184 ma'i (S 103b1) bde ba dris pa bZin no185 | |

dpe med pa ni dpe (C 82b2) las (D 72b2) 'das par gyur pa ste | de skad du186 yaG |187

168
| | P, D, N, S / | C

169
pa P, D, N, S / ba C

170
| P, D, N, S / | | C

171
na P, N, C, S / na | D

172
yin P, N, C, S / yin | | D

173
| P, N, C, S / om. D

174
nam mkha' P, D, C, S / namkha' N

175
nam mkha' P, D, C, S / namkha' N

176
nam mkha' P, D, C, S / namkha' N

177
nam mkha' P, D, C / namkha' N, S

178
ltar ro P, D, C, S / ltaro N

179
| P, D, N, S / om. C

180
Jid do P, D, C, S / Jido N

181
Jid do P, D, C / Jido N, S

182
ni N, C / na P, D, S

183
sems can rnams P, D, C, S / seMn rnaMs N

184
gZon nu P, D, C, S / gZonu N

185
bZin no P, D, C / bZino N, S

186
skad du P, D, C / skadu N, S

187
| D / om. P, N, C, S
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mtshuGs pa 'ga' yaG yod min te | |188 tshig lam (P 83b8) (N 80a7) pa yaG189 gaG Zig yod | |190

cuG zad Je ba'am riG ba ni | | 'ga' yaG yod pa ma yin no191 | |

'dren pa mJam pa (S 103b2) med gyur pa | | de la dper (C 82b3) bya gaG Zig gZal | |

skabs 'byed gZi daG bral ba yi | | mJam med (P 84a1) khyod la phyag (D 72b3) 'tshal lo192 | |

Zes bCad (N 80b1) pas so193 | |

de lta bu'i chos kyi sku ste chos kyi lus de la bdag phyag 'tshal lo194 | |

ji lta bu su la Ze na | rgyal ba rnams (C 82b4) te |195 (S 103b3) Ces bya ma lus pa thugs (P84a2) su196

chud pas thugs byin gyis brlabs pa la lus daG yid kyis phyag 'tshal lo197 Zes bya ba'i don to | |

(2) raG gi 'byor pa (D 72b4) ni khams (N 80b2) gsum pa thams cad kyi dbaG phyug chen po'i mtshan

Jid do198 | |

khyad par (P 84a3) ji lta bu Ze na | (C 82b5) 'jig rten (S 103b4) las 'das pa ste 'jig rten las rgyal ba'o | |

bsam gyis mi khyab pa ni sems kyi yul las riG du gyur ba'o | |

legs mdzad brgya yi 'bras bu Zes bya ba (N 80b3) ni sbyin pa la (P 84a4) sogs pa (D 72b5) pha rol

tu199 phyin pa rnams yun riG por Je bar bsags (C 82b6) (S 103b5) pa las skyes pa'o | |

gaG gi Ze na | blo can rnams kyi ste | |200 byams pa daG | mthoG ba don yod daG | Gan soG

thams cad spoG ba daG | (P 84a5) mya Gan thamscad Gespar 'joms pa'i (N 80b4) blo gros lasogspa'o | |

ci'i phyir Ze na | dga' (D72b6) ba bskyed (C82b7) pa'i phyir (S103b6) te rab tu mgu ba'i rgyur ro201 | |

'khor ni byaG chub sems dpa'i tshogs te de rnams kyi naG du'o | |202 (P 84a6)

sna tshogs pa ni rnam pa du ma'o | |

rgyas par ston par203 mdzad pa Zes bya'o | | sems can mos (N 80b5) pa sna tshogs pa dag gi

188
| | P, D, N, S / | C

189
pa yaG D / pa'aG P, N, C, S

190
| | P, D, N, S / | C

191
yin no P, D, C / yino N, S

192
'tshal lo P, D, C / 'tshalo N, S

193
pas so P, D, C, S / paso N

194
'tshal lo P, D , C / 'tshalo N, S

195
| ego / om. P, D, N, C, S

196
thugs su P, D, C / thugsu N, S

197
'tshal lo P, D / 'tshalo N, S / 'tshal lo | C

198
Jid do P, D, C / Jido N, S

199
tu P, D, N, C / du S

200
| | C / | P, D, N, S

201
rgyur ro P, D, C, S / rgyuro N

202
| | D, N, C, S / | P

203
ston par P, D, N, C / om. S
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bsam pa'i (C 83a1) khyad par gyi dbaG (S 104a1) du mdzad nas bye brag du (D 72b7) mar 'chad par

mdzad pa'o | | (P 84a7)

rtag tu dam pa'i chos kyi sgra skad rgya chen 'jig rten kun tu 'phro bar mdzad pa po204

Zes bya ba ni Cin tu rgya che ba'i dam pa'i chos kyi gsuG Go205 | | (C 83a2) thams cad206 (N 80b6) du

'jug (S 104a2) pas na rgya che ba'o | | de Jid kyis na de rgyun mi (P 84a8) 'chad par spro bas na Cin tu

maG ZiG rgya che (D 73a1) ba la sogs pa'i dam pa'i chos ston ciG gsuG bar 'gyur ba207 de la de skad

ces bya'o | |

saGs rgyas Zesbya ba ni chos kyi de (C83a3) kho na Jid ji lta ba bZin (S104a3) du brJes(N80b7) CiG(P84b1)

thugs su208 chud pa'o | |

loGs spyod rdzogs sku Zesbyabani rdzogs par loGs spyod pa'i sku ste|sa bcu'i dbaG phyug(D73a2)

gi byaG chub sems dpa' rnams la rnam pa sna tshogs pa'i chos ston (C83a4) pa la sogs209 pas (P84b2)

loGs spyod par mdzad (S 104a4) pa'o | |

de'i phyir (N81a1) khyad par gZan yaG chos kyi rgyal srid chen po la bZugs pa gaG yin Zesbya ba

smos te |chos kyi srid kyaG yin lachen po yaG yin pas na chos kyi rgyal sridchen (P84b3) (D73a3) po

ste (C83a5) khams gsum pa thams cad kyi bdag po'o | |210 (S 104a5) de la gnas (N 81a2) pa'i sku gaG yin

pa de la de skad ces bya'o | |

(3) de ltar tshigs su211 bcad pa gJis kyis sku rnam pa gJis po'i raG gi Go bo Je bar bstan nas | (P84b4)

sprulpa'i sku'i Go bo bstan (C 83a6) pa'i phyir |

semscanrnamsni sminparmdzad (D73a4) phyir la la dag tu (S104a6) me 'bar bZindugaG (N81a3)

snaGZiG212 Zesbyabalasogspasmos te |sems can rnams ni srog213 chags rnams so214 | |(P84b5) ci'i

phyir Ze na | smin par mdzad pa'i phyir te yoGs (C 83a7) su215 smin pa'i don du'o | |gaG gis dus la la

dag tu me daG 'dra ZiG byin za bZin du (S 104b1) kun nas 'bar (D 73a5) bar snaG ZiG 'od (N 81a4) daG ldan

pas rab tu 'bar bar snaG ba'o216 | |217 (P 84b6)

204
po P, N, C, S / po | | D

205
gsuG Go P, D, N, C / gsuGo S

206
thams cad P, D, C, S / thaMd N

207
ba P, S / pa D, N?, C

208
thugs su P, D, N, C / thugsu S

209
pa la sogs P, D, C / om. S

210
| | P, D, S / | N, C

211
tshigs su P, D, C / tshigsu N, S

212
ZiG P, N, C, S / ZiG | | D

213
srog P, N, C, S / srogs D

214
rnams so P, D, C / rnamso N, S

215
yoGs su P, D, C / yoGsu N, S

216
ba'o P, D, N, S / pa'o C
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gnas gaG du snaG Ze na | smras pa | rdzogs par byaG chub (C 83b1) ces pa ste | byaG chub pa

Jid du'o | |

chos kyi 'khor lo ni VārāNasīr218 draG sroG219 smra ba ri dvags220 kyi gnas su'o221 | |

rab (S 104b2) tu Zi bar gaG snaG la222 Zes (P 84b7) (N 81a5) pa ni gyad kyi Je 'khor (D 73a6) CiG sā223

la zuG gi tshal du yoGs su224 mya Gan las 'das pa chen po (C 83b2) ston pa'o | |225

khyad par ci Zig ce na | sna tshogs thabs tshul rnams kyis Zes bya ba ste |226 saGs rgyas daG |

raG saGs (P 84b8) rgyas daG | (S 104b3) Jan thos daG |byaG chub (N 81a6) sems dpa' daG | tshaGs pa daG |

brgya byin daG | dbaG phyug (D 73a7) chen (C 83b3) po la sogs pa rnam pa sna tshogs pa'i bdag Jid

du227 ston pa'o | |

bye brag ji ltabu Zena |rnampa du mar (P85a1) 'jug ciG Zespa ste |gdul bya sna tshogs pa (S104b4)

rnam pa du ma'i rjes su228 (N81a7) 'jug par mdzad pa'o | |

khyad par ci Zig ce na | srid (C 83b4) pa gsum gyi 'jigs sel ba229 Zes bya ba ste | 'dod pa (D 73b1)

daG gzugs (P 85a2) daG gzugs med pa ste srid pa gsum gyi sems can rnams kyi skye ba la sogs pa'i

Jes pa riG (S 104b5) du mdzad pa ni 'jigs pa sel (N 81b1) ba'o230 | |

gZan yaG (C83b5) khyad par du bya ba'i phyir phyogsbcur chub mdzad thub pa rnamskyi (P85a3)

sprul sku don chen Zes bya ste |phyogs bcur chub par (D 73b2) mdzad pa ni phyogs bcu po rnams

su231 rjes su232 khyab pa'o | | thub pa ni sku daG (S 104b6) gsuG thub pa daG ldan pas na (C 83b6)

thub pa ste saGs rgyas bcom (N 81b2) ldan 'das so233 | |234 (P 85a4) don chen ni mGon par mtho ba235

217
| | D, N, C, S / | P

218
vārāNasīr ego / bā rā Na sīr D / ba ra Nā sir P, N, C, S

219
sroG P, D, C / soG N, S

220
dvags P / dags D, N, C, S

221
gnas su'o P, C, S / gnasu'o N / nags su'o D

222
la P, N, C, S / la | | D

223
sāD, N / sa P, C, S

224
yoGs su P, D, C / yoGsu N, S

225
| | P, D, N, S / | C

226
| P, N, C, S / | | D

227
Jid du P, D, C, S / Jidu N

228
rjes su P, D, C / rjesu N, S

229
ba P, N, C, S / om. D

230
ba'o P, D, N?, S / pa'o C

231
rnams su P, D, C / rnamsu N, S

232
rjes su P, D, C / rjesu N, S

233
'das so P, D, N, C / 'daso S

234
| | P, D, N, S / | C

235
ba P, D, N, S / pa C
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daG Ges par legs pa'i 'bras bu stsol ba'am236 thob par mdzad pa ste |

de lta bu'i sprul pa'i sku gaG (D 73b3) yin pa de la phyag 'tshal lo237 Zes slob (S 105a1) dpon Klu

sgrub kyis (C 83b7) gsuGs pa (P 85a5) yin no238 | |

de ni 'di skad du239 ston par 'gyur te | (N 81b3)

gaG gis bdag Jid kyis bsod nams daG ye Ces kyi tshogs yoGs su240 rdzogs par mdzad nas |241

gnas kyi mchog dga' ldan gyi gZal yas khaG na (P 85a6) bZugs (S 105a2) pa byaG (D 73b4) chub (C 84a1)

sems dpa' dam pa tog dkar pos thugs kyi raG bZin gyis byams pa daG | sJiG (N 81b4) rje daG | dga'

ba daG | btaG242 sJoms daG | bsam gtan bZi bsgoms pa'i rim gyis (P 85a7) rnal 'byor chen po'i gnas

'og (C 84a2) min du mGon par byaG chub pa (S 105a3) rnam pa lGa'i rim pas yaG dag par saGs (D 73b5)

rgyas so243 | |

de nas sprul pa'i skus de bZin gCegs pa244 (N81b5) thams cad loGs spyod245 rdzogs pa'i skus (P85a8)

bZugs pa daG | ri rab chen po'i steG du rdo rje nor bu rin po che'i gZal (C 84a3) yas khaG gi rtse mor

gCegs te |

dkyil 'khor (S 105a4) rnam pa bZir mGon par sprul par246 mdzad nas | slar yaG (D 73b6) dga' ldan

gyi247 (P 85b1) gnas mchog tu (N 81b6) bZugs pa'i dam pa tog dkar po daG gcig tu gyur nas lhums

su248 'jug pa daG | bltams (C 84a4) pa daG | btsun mo'i naG na rol pa mdzad par bstan pa daG | (S 105a5)

mtshan mo mGon par byuG (P 85b2) ba daG | dka' ba mdzad pa daG | byaG chub kyi sJiG por gCegs
(N 81b7) pa (D 73b7) daG |249 bdud btul ba daG | mGon par byaG chub pa daG | chos kyi 'khor lo bskor

ba (C 84a5) nas ji srid du250 yoGs su251 mya Gan las 'das pa (P 85b3) chen po'i bar gyis 'gro ba (S 105a6)

ma lus pa'i don mdzad par rab tu ston pa'i sprul pa'i252 sku la bdag lus daG Gag daG yid (N 82a1)

236
ba'am D, N, C?, S / pa'am P

237
'tshal lo P, D, C / 'tshalo N, S

238
yin no P, D, C / yino N, S

239
skad du P, D, N, C / skadu S

240
yoG su P, D, C / yoGsu N, S

241
| D, N, C, S / | | P

242
btaG P, D / gtaG N, C, S

243
rgyas so P, D, C / rgyaso N, S

244
pa D, N, C / om. P, S

245
loGs spyod P, D, N, C / loGspyod S

246
par P, D, N? / bar C, S

247
gyi D / gyis P, N, C, S

248
lhums su P, D, C / lhumsu N, S

249
| P, N, C, S / | | D

250
du P, D, N, S / tu C

251
yoGs su P, D, C / yoGsu N, S

252
pa'i P, D, N, S / ba'i C
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kyis phyag 'tshal lo253 Zes bya ba'i don to | | (D 74a1)

de Jid kyi phyir na |

'og min gnas ni (C 84a6) Jams (P 85b4) dga' bar | | gtaG ma'i gnas kyi steG bZugs te | |

yaG dag saGs (S 105b1) rgyas der saGs rgyas | | sprul pa254 dag ni 'dir saGs rgyas | |255

Zes bya ba (N 82a2) gsuGs pas so256 | |

(4) de ltar tshigs su257 bcad pa gsum258 (P 85b5) gyis sku259 gsum (C 84a7) bstan (D 79a2) nas |

gZan yaG smon lam byed par 'dod pa'i phyir sems can don gcig rgyun du mdzad ciG260 Zes

bya ba la sogs (S 105b2) pa smos te | sems can gyi don ni srog chags rnams (N 82a3) kyi 'dod (P85b6)

pa'i don rab tu sgrub ces bya ba'i don (C 84b1) yin pas na | 'gro ba'i don gcig rgyun du mdzad pa

gaG yin pa de ni sems (D 74a3) can gyi don gcig rgyun du mdzad pa ste |

de lta bu'i sems can (S 105b3) gyi don mdzad pa de la phyag byas (P 85b7) pas Zes bya bar sbyar

ro261 | |

yon tan262 (N 82a4) ji lta263 bu daG ldan Ze na | (C 84b2) bsod nams ye Ces chen po dpag med las

byuG ba'i264 Zes bya ba smos te |bsod nams daG ye Ces chen po ni pha rol tu phyin pa (D 74a4)

drug daG ldan pa'o | | (P85b8) de (S 105b4) yoGs su265 chad pa med par bsags pa ni dpag tu med pa ste |

bsod nams (N 82a5) (C 84b3) daG ye Ces chen po dpag tu med pa las byuG ba ni de las skyes pa'o | |

de su Zig ce na | bde bar gCegs pa ste mdzes par (P86a1) gCegs pa'am slar mi ldog par gCegs (S105b5)

pa'i choscan (D74a5) Jid yin pas na bde bar gCegs (C 84b4) pa'o | | yaG na Jid kyi (N 82a6) don mthar

phyin pas na bde bar gCegs pa'o | |

253
'tshal lo P, D, C / 'tshalo N, S

254
pa P, D, N, S / ba C

255
| | D / om. P, N, C, S

LaGkāvatārasūtra X-38, 39 (Nanjio, B (1923) p.269.4-7):
akaniSTha-bhavane divye sarva-pāpa-vivarjite /
nirvikalpāH sadā yuktāC citta-caitta-vivarjitāH // X-38
balâbhijJā-vaCi-prāptāH tat-samādhi-gatiM gatāH /
tatra budhyanti saMbuddhā nirmitas tv iha budhyate // X-39
256

pas so P, D, C / paso N, S
257

tshigs su P, D, S / tshigsu N, S
258

gsum P, D, N, C / gsuM S
259

gyis sku P, D, N, C / gyisku S
260

ciG D, N, C, S / tsiG P
261

sbyar ro P, D, C, S / sbyaro N
262

yon tan P, D, N, C / yton S
263

lta P, D, N, S / om. C
264

ba'i P, N, C, S / ba'i | | D
265

yoGs su P, D, C, S / yoGsu N
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rnams kyi (P 86a2) sku gsum ni chos kyi sku daG | loGs spyod266 rdzogs pa'i sku daG | sprul

pa'i sku Zes bya ba'i sku gsum pa'o | |

de bas (S 105b6) na de'i yon tan267 gyi khyad par (C 84b5) ji lta Ze na |268 yid daG (D 74a6) tshig gi

lam (N 82a7) las rab tu 'das pa Zes bya (P 86a3) ba ste | dmigs su269 yod pa'i yid kyi yul las Cin tu

'das pa'i don to | |

de lta bur gyur pa la mos pa'i dad pas 'dud ciG phyag byas pa las so270 | | (C 84b6)

bdag (S 106a1) gis dge ba byaG chub sa bon Zes bya ba ni byaG chub pa'i (P 86a4) sa bon (N 82b1)

ni271 byaG chub kyi sems (D 74a7) Zes bya ba'i don to | |

de bsgrubs CiG bsags pa'o | |

des na de'i bsod nams kyi tshogs gaG yin pa des chos daG loGs spyod272 rdzogs pa (C84b7) (S106a2)

daG |273 sprul pa'i mtshan Jid can gyi (P 86a5) sku gsum thob ciG rig274 nas 'gro ba ma lus CiG

lhag ma med pa dag (N 82b2) byaG chub kyi lam la 'dzud pa ste |

byaG (D 74b1) chub pa'i lam ni byaG chub lam ste | 'phags pa'i lam yan lag brgyad pa'i lam

chen po de la rab tu (P 86a6) (S 106a3) 'dzud ciG 'god par Cog (C 85a1) cig ces bya ba'i don to | |

bstod pa'i rgyal po mkhas CiG yon tan275 phrul byuG spyod (N 82b3) yul ba276 | |277

Cin tu Jams med rgya chen sJiG po don gyi tshogs sbas pa278 | |279

bdag (D 74b2) gis 'dir ni lo 'dab rtse (P 86a7) tsam blaGs (C 85a2) nas rnam bCad kyis | |

mchog (S 106a4) tu mkhas CiG don gyi rjes 'braG 'dir ni tshad ma yin | |

slob dpon Klu sgrub280 kyis mdzad pa'i sKu gsum281 (N82b4) la bstod pa Zes bya ba'i 'grel ba 282

266
loGs spyod P, D, N, C / loGspyod S

267
yon tan P, D, N, C / yton S

268
| D, N, C, S / | | P

269
dmigs su P, D, C / dmigsu N, S

270
las so P, D, C / laso N, S

271
ni P, D, C, S / om. N

272
loGs spyod P, D, N, C / loGspyod S

273
| P, N, C, S / | | D

274
rig C / reg P, D, N, S

275
yon tan P, D, N, C / yton S

276
ba P, D, N, S / pa C

277
| | D, C / | P, N, S

278
sbas pa P, D?, N, S / spas ba C

279
| | P, D, N, S / | C

280
sgrub D, N, C, S /sgrubs P

281
gsum P, D, C, S / gsuM N

282
ba C / pa P, D, N, S
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rdzogsso283 | | | | (P 86a8)

rgya gar gyi mkhan po Śraddhā-(C 85a3)karavarman284 daG | bod kyi lo tsā ba Vande285 (D 74b3)

Rin chen bzaG pos gsar du (S 106a5) bsgyur ciG Zus pa lags so286 | | | |287

『三身讃注釈』

『三身讃』という［著作］の注釈。

インド語でKāyatrayastotra-nāmasya vivaraNa、チベット語で『三身讃という［著作］

の注釈』。

聖なるマンジュシュリー王子（*ĀryamaJjuCrīkumārabhūta）に礼拝します。

偉大な我をもつ［方］（仏）の三身の讃歌は、

ナーガールジュナがお作りになったものであるが、

他に請われたので、

どのように構成されているか分析しよう。

そのうち「一ではなく多ではなく」などという 3 偈によって、「述べられること（叙

述対象）」と、［その］「必要性」と、「結びつき（関連性）」と、「必要性の必要」が述

べられるべきである。なぜなら、記述と必要性と関連性がない場合、熟考を先とする

者 （*prekSā-pūrvakārin）たちは受け入れることが［でき］ないだろう。

それゆえ、ここに何を説明するのかというと、それに対しては、正しく愚者たちを

思念に入らせるために「述べられること」を説明するのである。説明には意味がない

というもろもろの考えを正しく［理解に］入らせるために、「必要性」を説くのであ

る。関係 （thabs, *yoga） がないという心配をとり除くために「関連性」を説明する

のである。他に対して関係がない諸々に対して、どのように［理解に］入らせ［られ］

ようか。

それ［ら］のうち、ここでは三身が「述べられること」である。

その本性（raG gi Go bo Jid）を説明することが「必要性」である。その本性を説明す

るためにこの［諸］偈が作られたのである。

それゆえ、必要性と諸偈の叙述と述べられるところの特徴における関連性、あるい

は語と語との結びつき、あるいは可能性と可能性から生じるところの特徴における関

283
rdzogs so P, D, C / rdzogso N, S

284
Craddhākaravarman ego / Craddā ka ra wa rma P, D, N, C, S

285
vande ego / bande P, D, N, C, S

286
lags so P, D / lagso N, S / rdzogs so C

287
| | | | P, N, C, S / | | D
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連性、あるいは成立するものと成立させられたものの特徴における関連性、あるいは

なされたこととなされることの特徴における関連性が「関連性」である。

それから、努力と精進の勤勉さをもって自身で三身の意味と作用を究極に達［せし

めること］が「必要性の必要」であると、知られるべきである。

これ（以上）は一つの［3 偈に］共通した（一般的な）意味（*artha-sāmānya）であ

る。今［から］は個々の意味が述べられなければならない。

(1)「一ではなく多でもなく」などということに対しては、「一と多」とは一と多であ

る。「一」とは第 2 のものが存在しないことである。「多」とは多いことである。一と

も多としても生じない「法の身体であるところのそれに、私は礼拝します」というの

が要約である。

なぜ「一でもなく多でもない」というのかといえば、なぜなら初めから生じないか

ら、と［経典等に］出ているので、初めから生じないその方に対して、一や多の状態

として［形容を］なすことはできないからである。空間のように断裂のない本性［を

もつから］。

あらゆる事物もまた、ありのままの状態（de bZin Jid, *tathatā）から生じるのである

から。それゆえ、何が何から生じるのだろうか。何によって様々な色形として生じる

のだろうか。それ［ら］は見られない。米などの種子（種籾）から米という穀物が［生

じるようなものである］。

このように空の状態（stoG pa Jid, *Cūnyatā）からあるものが生じるということは、恒

常でも断滅でもない。なぜならばあらゆる構想作用から離れたあらゆる勝利者たちも

また、空であり、幻と同様であると考えられるからである。

他にもまた、区別して［形容を］なすために、「自と他に対する利益［の］偉大な

充足［の］場所となっている」といわれる。「自と他」とは自と他である。それら「に

対する利益［の］充足の場所となっている」というのは、成功（mGon par mtho ba,

*abhyudaya、昇天すること）と至福（Ges par legs pa, *niHCreyasa、解脱すること）の特

徴を備えたものの偉大な充足の場所となっている、という意味である。

法界は一と多とを離れた本性［をもち］、初めと終わりがなく、空の状態（stoG pa Jid,

*Cūnyatā）にあると説明される場合、どうして自と他に対する利益［の］偉大な充足

の場所となるのかといえば、誤りがない［からである］。というのも、無知の潜在印

象（bag chags, *vāsanā）の力によって、器（器世間）と中身（有情世間）のあり方で

とどまっているように、自と他に対する利益［の］偉大な充足の場となるからである。

夢などの知識と同様である。

もし無知の潜在印象と法界［の］初めと終わりがないという本性、それもまた無知

の潜在印象において生じるならば、麝香（じゃこう）などによって薫じられるのと同
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様である。あらゆる事物の法性はこのようである。それゆえ自と他に対する利益［の］

充足の場となるのである。

他にもまた、親友（dge ba'i gCes gJen, *kalyāNa-mitra）と出会って善い道を得ること

によって、無知の潜在印象は突然遠ざけられてまったく清らかとなることは、金に付

いた銅の汚れを離れるのと同様である。これに対して、福徳と罪を［それぞれ］受け、

捨てることがあるのである。

それはなぜかというと、［無知の潜在印象は］正しい意味を理解しさえすれば尽き

るからである。それゆえ、

ここ（世間）には除かれるべき［もの］は何もなく、置かれるべき［もの］も何

もない。正しいことを正しく見る。正しく見るならば解脱する。

と説かれる。このように条件（縁）を備えた者は苦悩（kun nas Jon moGs pa, *saMkleCa）

に至るだろうが、生じないものを生じたものとは見ない。生じたものは滅した諸々の

ものからさえ、まったく生じることがない。涅槃は灯火に似ている。

他にもまた、区別して［形容を］なすために、「存在ではなく非存在ではなく」と

いわれる。「存在」とは色形としての存在である。それ（色形）がなければ「非存在」

である。両者とは異なるので「存在でなく非存在でない」と［される］。存在と非存

在と［両者の］中間を超えている。

それゆえ「空間のように一つの味をもつ」。「空間のように」というのは空間に似て

いて、一味で、同様の本性としてあるところのもの、それが「空間のように一味であ

る」といわれる。

それゆえ「理解しがたい本性をもつ」。存在と非存在の両者やそれ以外から追求さ

れることを離れている。

それゆえ「汚れない」。貪りなどの罪悪の汚れを離れている。

それゆえ「変化しない」。つまり、自らの本性において変化しない。

「寂静である」とは、あらゆる悩みが寂滅していることである。

「等しくない」とは、類似するものがないということである。

「等しい」とは、あらゆる事物（chos）の根本において共通しているということで

ある。

「満ちている」とは、あらゆるところに行きわたっているということである。

「［言語的］多様性が存在しない」とは、あらゆる［言語的］多様性を離れている

ということである。

区別して［形容を］なす［ために］他にもまた、「個々に知られるべき」と［いわ

れる］。諸々の命あるものたちの個々に知られるということであり、若い女性の幸せ

を尋ねるのと同じである。

「喩えるもののない」とは、比喩を超えているということである。同様にまた、



90

類似したものは少しも存在しない。言語的なものも何が存在しようか。

ある近いもの、あるいは遠いものが、少しでも存在することはない。

等しいものの存在しない導師、その方をどんな喩えるべきもので量ろうか。

あり方を区別する場を離れたところの、等しいもののないあなたに礼拝します。

と説かれているから。

このようであるところの法身である。「その」法身「に対して私は礼拝します」。

どのように、誰に対してかといえば、「勝利者たち」である。知られるべきことを

余すところなく理解することによって精神が恵まれるとき、身体と心によって礼拝す

る、という意味である。

(2)「自らの財産」とは、三界すべての大主宰神の特徴である。

区別してどのように［形容されるのか］というと、「世間を超越した」と。つまり、

世間から勝利した、ということである。

「思慮の及ばない」とは、心の領域から遠くにあるということである。

「百の善の行為の結果」というのは、布施などの完成（到彼岸, *pāramitā）を長い間

かけて積んでから生じたものである。

誰のかというならば、「賢者たちの」。Maitreya や AmoghadarCin や Sarvāpāyajaha や

SarvaCokatamonirghātanamati など［の菩薩たちのこと］である。

何のためにかというと、「喜びを生むために」、つまり喜びの原因と［なるために］。

「群集」とは、菩薩の集まりである。彼らの「中で」。

「様々に」とは、多くということである。

「広くお説きになる」と。信仰（mos pa）が様々であり、考え（bsam pa）が違う命

あるもの（sems can）を引きつけられて（dbaG du mdzad）から、区別多くお説きにな

る、ということである。

「絶えず正しい教えの大きな叫び声をあらゆる世間に広げることをなされた方」と

いうのは、偉大な最高の教えの説示である。あらゆるところで働くために「広大な」

である。まさにそれによって、その（教えの）流れは不断に広められるために、多く、

広くなど［といわれるのであるが、そうした］最高の教えを説き示した、その方に対

して以上のように［いわれる］。

「仏」というのは、法の真実をありのままに得て、理解する［方である］。

「享受［せしめる］身体」というのは、享受［せしめる］方の身体である。十地の

主宰である菩薩たちに対して、種々の教えを説くことなどによって享受［せしめるこ

と］をなす。

それゆえ区別して［形容をなすために］他にもまた、「法の大王国にとどまってい

る」といわれる。法の王国でもあり、偉大でもあるから、法の偉大な王国である。三



91

界すべての主である。そこにとどまっている身体であるところのその人に対して、そ

のように［いわれている］。

(3) このように 2 偈によって二身の自身の本性を急いで説いてから、変化の身体の本

性を説くために、

「命あるものたちを成熟させるために、時には実に火が燃えるように輝き」などと

いわれる。「命あるものたち」とは、生き物たちということである。なぜかというと、

「成熟させるために」と。成熟させる目的で、ということである。どのようにかとい

うと、「時には実に火のように」、つまり火焔のように遍く燃え、輝く、つまり光をも

ってよく燃え、輝く。

どの場所で輝くかというならば、言う。「完全な悟り」と。悟りの状態において。

「法の輪［において］」とは、VārāNasīに［ある］仙人（*Rsi）［の住処］といわれる

鹿の園で［ということである］。

「寂静な［方として］現れるけれど」とは、マッラ族（*Malla、末羅）に近く囲ま

れて、対になったサーラ（sāla）樹（沙羅双樹）の林で大いなる完全な涅槃

（*mahā-parinirvāNa）を示された［ということである］。

区別して［形容して］、どのようにかというと、「様々な手段や形によって」と。仏、

独覚、声聞、菩薩、梵天、インドラ、大主宰神など様々な形の自我（bdag Jid）として

説かれる［からである］。

区別して、どのようにかというと、「多くの姿で活動し」と。導かれるべき種々の

多くの形になって行為する、ということである。

区別して、どのようにかというと、「三種の存在の怖れを取り除く」と。欲と色と

無色という三種［の世界］の存在の命あるものたちの、生などの罪過を遠ざけなさる

ことが「怖れを取り除く」である。

他にもまた、区別して［形容を］なすために、「十方に現れる、諸々の賢者の化身

で大きな利益をもった」と。「十方に現れる」とは、十の方角に遍く行きわたるとい

うことである。賢者は身体と説示の沈黙（thub pa, *mauna）を備えているから賢者で

あり、仏、世尊である。大きな利益とは、明らかなより高い生まれ（昇天）と、確実

に善い結果（解脱）を与えること、あるいは得させることである。

このような変化の身体であるところの「その方に礼拝します」と、師ナーガールジ

ュナによって説かれている。

それがこのように説かれている。誰によってかというと、私自身によって。福徳と

智慧の集まりを完成させてから、最上の境地（gnas kyi mchog, *Parasthāna, 究竟処）の

兜率天（*TuSita）の宮殿にとどまる菩薩である白幢（dam pa tog dkar po, *Śvetaketu）

が心の本性（raG bZin, *svabhāva）として、慈愛（*maitrī, 慈）と慈悲（*karuNā, 悲）と
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歓喜（*muditā, 喜）と無関心（*upekSā, 捨）との 4 つの精神集中の修習の次第によっ

て、大ヨーガの下のない境地（gnas 'og min, *AkaniSta, 色究竟天）で、明らかに 5 種の

悟りによって正しく悟った。

それから変化の身体によってあらゆる如来の受用の身体としてとどまり、そして大

きな山の頂上に［ある］貴重なダイヤモンド石の宮殿の頂上に行った。

4 種の世界で顕わに変化をなしてから、再び兜率天の最上の境地（gnas mchog,

*Parasthāna, 究竟処）にとどまっている白幢（dam pa tog dkar po, *Śvetaketu）と 1 つに

なってから、胎内に入る。そしてお生まれになり、王妃の内（庭）で歓楽をなさるこ

とに苦しめられ、夜に出家して、苦しみ（苦行）をなして、悟りの場に向かい、悪魔

を制圧し、明らかに悟って、法の輪を回してから、完全な大涅槃に至るまでの間に、

命あるものすべての利益をなすことを示すところの変化の身体に対して、私は身体と

言葉と心（身・口・意）をもって礼拝します、という意味である。

それはなぜかといえば、

心地よい色究竟天という、清らかな境地（gtsaG ma'i gnas, 浄居天）の上にとどまる。

正しく悟る方はそこで悟る。［一方で］諸々の変化身はここ（世間）で悟る。

と説かれるからである。

(4) このように、3 偈によって三身を説いてから、

他にもまた、誓いをなすことを欲するために、「命あるもののためにひたすら絶え

ず行動し」などといわれる。「命あるもののために」とは、生き物（srog chags）たち

の欲するところの利益を完成する、という意味であるから、生き物（'gro ba）のため

にひたすら絶えず行動するところのその人は、命あるもの（sems can）のためにひた

すら絶えず行動するということである。

そのように命あるもののために行為するその方に、礼拝をなすことによって、とい

うように結びつく。

福徳はどのようなものかというと、「量り知れない偉大な福徳と智慧から生じたと

ころの」といわれる。「偉大な福徳と智慧」とは 6 つの完成（*pāramitā）をもったも

のである。それ［ら］を不断に積み重ねた［もの］は測ることができない。福徳と智

慧という偉大で測ることのできない［もの］から生じるということは、それ［ら］か

ら生じるということである。

それは誰かといえば、「善逝」と。よく逝った［方］あるいはまた、退くことなく

逝った［方］の特性（chos）を備えていることから、善逝である。あるいは、自身（Jid）

の目的に到達しているので、善逝である。

「［彼］らの三身」とは、法身と受用身と変化身という三身である。

それゆえ、その特質について区別して［形容すると］、どのようかといえば、「意識
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と言葉という手段を超越している」と。対象として存在するところの意識の領域を超

越している、という意味である。

このようであるものに対して、信心すなわち「信仰心によって」敬礼し、「礼拝を

なすこと」から、［ということ］である。

「私によって吉祥な悟りの種子」というのは、悟りの種子とは悟りの心という意味

であり、

それを完成して「積む」ということである。

それゆえ、その福徳の集まりであるところのそれによって、法と受用と変化の特徴

をもったところの「三身を得」て、つまり知って「から、命あるものが」余すところ

なく残りなく、悟りの道に導かれる。

「悟りの道」とは、悟りの道である。聖なる者の道である八支の大きな道、そこに

導かれて安定しますように、という意味である。

知識があり、完全な徳性［をもって］活動する、称えられる王は、

罪過がなく、広大で、真髄の意味の集まりを蓄えている。

私がここに［大木の］葉の先ほどだけを得てから解説したことによって、［王は］

最も知識があり、意味にしたがう［べき方で］、ここでは論拠（tshad ma）である。

師ナーガールジュナがお作りになった、『三身に対する讃歌という［著作］の注釈』

を終わる。インドの学者 Śraddhākaravarman とチベットの翻訳者 Vande Rin chen bzaG po

によって、新たに翻訳され、修正された。
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